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区 分 平成２９年２月、３月 ４月 ５月 ６月～１０月 １１月～３月 平成３０年度以降

火山防災協議会 2/28 協議会開催 協議会開催 協議会開催

噴火シナリオ・
火山ハザード
マップ作成

火山観測・研究

火山防災の意識
啓発等

弥 陀 ヶ 原 火 山 防 災 協 議 会 の 今 後 の 予 定 等 に つ い て

火山活動調査研究

火山防災啓発チラシ・カード配布
四季防災館や立山カルデラ砂防博物館、富山大学による企画展・セミナーの開催

火山観測データ蓄積

噴火シナリオ決定
火山ハザードマップ決定

火山ハザードマップ作成委託
火山ハザードマップ作成

噴火シナリオや火山ハザードマップ等について、ＷＧ等において協議
検討（国土交通省において土砂移動等の影響範囲検討）

噴火シナリオ、火山ハザード
マップ作成の基礎資料

噴火に伴う現象と及ぼす影響の推移
を時系列で示したもの

避難等の防災対応をとるべき危
険な範囲等を示したもの

噴火活動の段階に応じた
入山規制や避難等の防災
対応を定めたもの

火山防災対策の取組み等

各調査報告書とりまとめ
・火山噴火履歴
・土砂移動履歴
・火山噴石影響

屋外Wi-Fiによる火山情報の提供

噴石、降灰、
土砂移動、火山ガス等

１ 弥陀ヶ原の火山活動解説（富山地方気象台）

２ 県地域防災計画の修正案協議
活動火山対策特別措置法の改正等に伴う修正

３ 平成２８年度の取組み報告
① 火山噴火履歴調査（富山大学）
② 土砂移動履歴調査（国土交通省）
③ 火山噴石対策調査（県）

４ 今後の予定等

火山防災協議会の開催（平成29年２月28日）

今年度の各調査報告書等も参考に、地獄谷周辺の想定火
口や水蒸気噴火の規模について協議

噴火現象（噴石、降灰等）について影響範囲を図示

国土交通省作成の土砂移
動の影響範囲や環境省作
成の火山ガスによる歩道
通行止等の情報を合成

１枚のマップとして図示

火山ハザードマップの作成（平成２９年度） （１５,７３０千円）

１ 火山観測によるデータ把握、蓄積（気象庁）

２ 火山活動（地獄谷）調査研究（富山大学）
① 硫黄噴出量、熱活動（ドローン活用）(県委託 1,500千円)

② 地殻変動、地中温度（富山大学）

３ 火山防災の意識啓発
① 火山防災チラシ・カードの作成、配布（1,500千円）

２８年度作成の日本語、英語、中国語、韓国語に
加え、２９年度はタイ語を追加し、コンパクトな
カードも作成

② 企画展・セミナーの開催
四季防災館、立山カルデラ砂防博物館、富山大学

４ 屋外Ｗi-Fiによる火山情報提供（1,546千円）

火山観測・研究及び防災意識啓発等

今後の予定

火山啓発チラシ（Ｈ28年度配布）

御嶽山火山ハザードマップ

噴火警戒レベルの設定

避難計画の策定

【議事内容】

H28年度 立山カルデラ砂防
博物館企画展 「火山と防災」

後日開催の県防災
会議で決定

避難場所、避難経路等
（市町村作成）


